
住
ま
い
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
立
ち
上
げ
総
会
が
三
月

一
九
日
埼
玉
会
館
に
て
開

か
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
行

わ
れ
た
八
幡
一
秀
氏
（
中

央
大
学
経
済
学
部
教
授
）

の
記
念
講
演
を
紹
介
し
ま

す
。
【
大
要
】

転
機
に
立
つ
住
宅
政
策

今
、
国
の
住
宅
に
か
か

わ
る
政
策
が
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
政
府
の
住

宅
供
給
政
策
を
廃
止
・
縮

小
し
、
削
っ
た
部
分
は
市

場
原
理
に
ま
か
せ
、
大
手

民
間
企
業
の
市
場
に
し
て

い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

中
小
業
者
の
役
割

優
位
性
に
確
信
も
ち

し
か
し
、
中
小
業
者
に

は
優
位
性
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
に
は
中
小
業
者
の

「
創
造
性
の
高
さ
」
で
す
。

奈
良
・
京
都
・
な
ど
の
世

界
遺
産
を
維
持
し
て
き
た

高
い
創
造
性
と
職
人
の
技

が
国
民
の
住
生
活
を
豊
に

し
て
き
ま
し
た
。
二
つ
め

は
「
利
便
性
」
で
す
。
住

宅
の
耐
震
・
バ
リ
ア
フ
リ
ー

改
修
な
ど
の
住
宅

要
求
に
き
め
細
か

く
対
応
が
で
き
る

と
い
う
こ
と
は
大

き
な
ポ
イ
ン
ト
で

す
。
三
つ
め
は
、

大
手
と
異
な
り
、

そ
の
地
域
に
住
ん

で
お
り
地
域
社
会

の
主
役
と
し
て
の

「
社
会
性
」
を
も
っ

て
い
る
こ
と
で
す
。

四
つ
め
は
、
仕
入
れ
・
購

買
・
賃
金
な
ど
地
域
経
済

へ
の
影
響
力
で
す
。

こ
れ
ら
地
域
業
者
の
特

色
・
メ
リ
ッ
ト
を
大
い
に

生
か
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

地
域
振
興
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

高
齢
化
に
対
応
し
た
住

宅
改
修
や
耐
震
改
修
の
仕

事
は
、
地
域
に
居
住
し
、

地
域
の
住
宅
事
情
を
熟
知

し
て
い
る
地
域
建
設
業
者

な
ら
で
は
の
仕
事
で
す
。

地
域
を
基
盤
に
二
四
時
間
、

地
域
人
た
ち
の
住
宅
要
求

に
細
や
か
に
対
応
し
て
い

く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
地
域

か
ら
顔
の
見
え
る
組
織
に

す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
と
、

ゆ
る
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
で

す
が
、
「
入
れ
ば
仕
事
が

も
ら
え
る
」
と
い
う
受
け

身
の
姿
勢
で
は
、
ダ
メ
で

す
。
「
加
入
し
て
何
を
す

る
か
」
を
考
え
る
こ
と
が

大
事
で
す
。
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。

野
村
総
合
研
究
所
は
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
規

模
が
二
〇
一
〇
年
ま
で
に

八
兆
円
程
度
に
拡
大
す
る

と
予
想
し
た
。

二
〇
一
〇
年
に
は
、
団

塊
の
世
代
が
定
年
退
職
を

迎
え
る
。
退
職
金
に
よ
る

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
は
巨
大

な
市
場
だ
。
国
が
改
修
補

助
や
税
優
遇
で
住
宅
耐
震

化
を
促
進
し
て
い
る
こ
と

も
、
追
い
風
だ
。

野
村
総
研
は
、
営
業
戦

略

と

し

て

、

①

「
市
場
の
多
様
性

に
対
応
し
た
営
業
・

流
通
戦
略
」
ニ
ー

ズ
へ
の
解
決
策
の

提
案
が
で
き
る
営

業
体
制
、
幅
広
い

品
揃
え
と
施
工
機

能
、
②
「
異
業
種

と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

高
齢
者
介
護
に
対
応
す
る

福
祉
業
界
や
オ
ー
ル
電
化

住
宅
の
た
め
の
電
力
・
ガ

ス
会
社
と
の
協
同
、
③

「
安
心
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進

の
た
め
の
品
質
保
証
の
構

築
」
リ
フ
ォ
ー
ム
に
加
え
、

品
質
監
査
会
社
、
保
険
会

社
、
中
古
住
宅
の
流
通
会

社
が
連
携
し
、
品
質
を
保

証
す
る
体
制
づ
く
り
な
ど

を
提
案
し
て
い
る
。

リ
ク
ル
ー
ト
や
伊
藤
忠

も
リ
フ
ォ
ー
ム
ビ
ジ
ネ
ス

に
参
入
し
、
提
案
・
ロ
ー

ン
・
総
合
保
証
シ
ス
テ
ム

を
提
案
す
る
な
ど
、
先
行

し
た
動
き
が
始
ま
っ
て
い

る
。

２００６年４月（７号）※「町場の仲間」から改題 （1）

住まいのネットワークは規約も会費もないゆ

るやかな組織で、この情報誌を読むことが会員

の資格です。学習・交流を通じ、中小業者の協

同化を目指しています。

石綿作業主任者講習実施日程

5月8・9日：入間市勤労福祉センター

5月13・14日：川口鳩ヶ谷支部

5月22・23日：技術研修センター

6月5・6日：技術研修センター

【受講料】10,000円

申し込みは所属支部へ

責任のあるネットワークをと語る

発 行 所：埼玉土建一般労働組合

さいたま市南区鹿手袋6－18－12

電 話 048-863-6293



主
な
改
正
点
は
以
下
の
通

り
。

①
三
階
建
以
上
の
共
同
住
宅

の
Ｒ
Ｃ
工
事
の
指
針
に
定
め

る
工
程
に
つ
い
て
、
中
間
検

査
が
義
務
づ
け
、
②
一
定
の

建
築
物(

高
さ
十
三
㍍
以
上

六
十
㍍
以
下
、
軒
高
九
㍍
以

上)

に
つ
い
て
、
知
事
指
定

の
第
三
者
機
関
が
構
造
計
算

が
基
準
に
適
合
し
て
い
る
か

ど
う
か
を
判
定
す
る
、
④
民

間
確
認
検
査
機
関
へ
の
監
督

強
化
、
⑤
構
造
耐
力
の
規
定

等
に
違
反
し
た
建
築
物
の
設

計
者
・
建
築
主
等
に
、
三
年

以
下
の
懲
役
ま
た
は
三
百
万

円
以
下
の
罰
金
を
課
す
な
ど

の
重
罰
化
、
⑥
建
築
士
が
基

準
法
違
反
行
為
を
指
示
す
る

こ
と
や
名
義
貸
し
の
禁
止
、

罰
則
の
強
化
、
⑦
売
り
主
や

請
負
業
者
が
契
約
時
に
、
保

険
加
入
の
有
無
等
を
説
明
・

書
面
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い動

向
が
注
目
さ
れ
る
暇
庇

担
保
保
険
に
つ
い
て
は
、
町

場
工
務
店
の
仕
事
受
注
に
最

も
影
響
す
る
「
加
入
義
務
づ

け
」
は
先
送
り
さ
れ
た
も
の

の
、
工
務
店
の
整
理
淘
汰

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

大
手
住
宅
メ
ー
カ
ー
が
防

犯
ガ
ラ
ス
な
ど
「
防
犯
仕
様
」

の
採
用
を
加
速
し
て
い
る
。

旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
や
大
和
ハ

ウ
ス
工
業
は
部
品
を
標
準
採

用
、
ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
は
オ
プ

シ
ョ
ン
で
使
え
る
部
品
を
拡

充
す
る
。
民
間
検
査
機
関
の

評
価
に
よ
る
「
住
宅
性
能
表

示
」
に
、
こ
の
四
月
か
ら
防

犯
項
目
が
追
加
さ
れ
た
事

も
採
用
増
の
理
由
。

旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
は

「
ヘ
ー
ベ
ル
ハ
ウ
ス
」
で

二
㍍
ま
で
高
さ
の
一
階
の

全
開
口
部
で
防
犯
建
物
部

品
を
標
準
仕
様
に
し
、
防

犯
ガ
ラ
ス
や
ピ
ッ
キ
ン
グ

防
止
具
を
採
用
。
住
宅
全

体
の
価
格
上
昇
は
二
〇
万

程
度
に
抑
え
て
い
る
。

ま
だ
、
防
犯
建
物
部
品

は
割
高
な
た
め
普
及
率
は

新
築
で
一
％
程
度
の
と
ど

ま
っ
て
い
る
が
、
利
用
が

広
が
れ
ば
量
産
効
果
で
部

品
価
格
が
下
が
り
さ
ら
に

普
及
も
進
む
だ
ろ
う
。

〇
六
年
は
「
耐
震
住
宅
」

と
言
う
言
葉
が
目
立
っ
た
。

そ
こ
に
「
防
犯
住
宅
」
と

い
う
言
葉
が
加
わ
る
よ
う

に
な
る
の
は
時
間
の
問
題

か
も
し
れ
な
い
。

２００６年４月（７号）※「町場の仲間」から改題 （2）

「
こ
れ
か
ら

起
業
を
考
え

て

い

る

」

「
起
業
し
た

ば
か
り
」
の

「
事
業
主
予

備
軍
」
向
け

の
経
営
セ
ミ

ナ
ー
「
埼
玉

土
建
起
業
塾
」

が
開
講
し
た
。

全
三
回
の
連

続
講
座
で
、

第
一
経
理
を

講
師
に
招
き
、

系
統
的
に
資

金
・
資
格
・
税
務
な
ど
起

業
の
た
め
の
予
備
知
識
を

学
ぶ
。
こ
れ
か
ら
の
申
し

込
み
も
可
能
。

四
月
九
日
（
日
）
の
第

一
回
目
「
起
業
の
た
め
の

予
備
知
識
編
」
は
七
一
人

の
参
加
で
行
わ
れ
た
。

第
一
講
は
①
起
業
メ
リ
ッ

ト
や
リ
ス
ク
、
税
や
社
会

保
険
な
ど
の
社
会
的
責
任
、

②
成
功
す
る
た
め
の
条
件

と
典
型
的
な
失
敗
パ
タ
ー

ン
、
③
実
際
に
担
当
し
た

成
功
し
て
い
る
建
設
業
者

の
例
、
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

た
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど

が
起
業
を
考
え
て
お
り
、

自
分
の
状
況
に
重
ね
熱
心

に
聞
き
入
っ
た
。
「
適
用

除
外
と
労
災
・
雇
用
保
険
」

「
埼
玉
土
建
の
新
土
建
国

保
」
な
ど
、
組
合
の

事
業
所
支
援
も
紹
介

さ
れ
た
。

第
二
回
目
・
四
月

三
〇
日
（
日
）
「
開

業
す
る
の
に
何
が
必

要
」
、
第
三
回
目
・

六
月
四
日
（
日
）

「
成
功
す
る
た
め
の

計
画
作
り
」
を
学
ぶ
。

受
講
希
望
者
は
、

所
属
支
部
に
お
問
い

合
わ
せ
を
。

新
築
住
宅
で
は
〇
七
年
六

月
か
ら
、
既
存
住
宅
で
は
〇

九
年
六
月
～
一
二
年
六
月
ま

で
の
各
市
町
村
の
条
例
で
定

め
る
日
か
ら
、
す
べ
て
の
住

宅
に
お
い
て
住
宅
用
火
災
報

知
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら

れ
る
。
東
京
で
は
す
で
に
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
一
戸
建

て
に
限
ら
ず
マ
ン
シ
ョ
ン
で

も
同
様
だ
が
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

な
ど
が
あ
れ
ば
義
務
化
さ
れ

な
い
。

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
部
屋
も
含
む
就
寝
に

使
用
さ
れ
て
い
る
部
屋
、
台

所
、
階
段
室
等
で
あ
る
。

警
報
器
は
家
電
メ
ー
カ
ー

な
ど
各
社
が
販
売
し
て
お
り
、

安
い
も
の
で
は
千
六
百
円
程

度
の
も
の
か
ら
、
ガ
ス
警
報

器
付
で
一
万
円
を
超
え
る
も

の
ま
で
、
幅
広
い
価
格
設
定

だ
。
乾
電
池
式
で
壁
に
落
ち

る
け
る
だ
け
の
も
の
や
、
コ

ン
セ
ン
ト
に
差
し
込
む
だ
け

の
も
の
ま
で
種
類
も
豊
富
だ
。

さ
い
た
ま
市
・
越
谷
市
・

所
沢
市
等
で
は
〇
九
年
六
月

か
ら
既
存
住
宅
の
義
務
化
が

始
ま
る
。

自分の状況に重ね熱心に聞き入る

耐
震
偽
造
を
契
機
に
建
築
基
準
法
、
建
設
業
法
等
が
改

正
さ
れ
る
。
今
国
会
中
の
成
立
を
目
指
す
。
住
宅
の
契
約

に
あ
た
っ
て
暇
庇
担
保
保
険
へ
の
加
入
を
義
務
づ
け
る
と

い
う
方
針
は
先
送
り
さ
れ
た
も
の
の
、
建
築
士
に
対
す
る

罰
則
の
強
化
ば
か
り
で
な
く
、
建
設
業
法
、
宅
建
業
法
に

も
及
ぶ
多
岐
に
わ
た
る
改
正
と
な
る
。


